
 

 

 

 

 

 

 

夏休みが終わり、児童公園や横田公園のセミの鳴き声が変わって

きて、少しずつですが季節の移り変わりを感じています。子どもた

ちは、元気な姿で、8月 25 日に登校しました。 

毎年思うのですが、子どもたちの姿を見ていると夏休み前より、夏休み明けの方が体も心も少し

成長したように感じます。日に焼けた はつらつとした姿に たくましさを感じたり、これからの

可能性を感じたりします。全校朝会では、夏休みの生活を振り返りました。夏休みに入るときに、で

きるだけ計画的に過ごしていこうという話をしていました。また、夏休みだからこそできる体験を

是非してほしいという話もしていましたので、どうだったか尋ねました。その後、これからの学校生

活について、4月に話した①『ふわふわことばと思いやり みんな にこにこ たけおっ子』を実現

させよう。②学ぶことは楽しいことで、その楽しさを次の学びに結びつけていこう。③「やり抜く力

を身につけてほしい」という３つのことをもう一度話しました。 

これから、夏休み中に、様々な体験、経験をし、成長した子ども達がつくる武雄小が楽しみです。 

 

くらしの係の先生から全校朝会の時に

９月、１０月の生活のめあての紹介があり

ました。その中で、「トイレのスリッパをそろえましょう」という話が

ありました。トイレのスリッパをそろえることは、次に使う人のこと

を考えた思いやりであり、自らの足元を見直す機会でもあり、身の回

りの整理整頓にもつながるように思います。心を落ち着ける良い機会

だとも思います。以前、武雄小の子どもたちに私が好きな詩として紹

介した詩を紹介します。ご家庭でも是非、はき物をそろえる話をして

取り組んでいただければと思います。 

 

令和３年度か

ら２年間、佐賀県

教育委員会から「1人 1台端末を活用した授業改善」というテーマで研究指定を受けています。子ど

もたちは、タブレットを使った授業にもだいぶ慣れてきました。教職員もこれまで、授業の中での効

果的な活用を考え、研究を続けてきました。この２年間の研究のまとめとして、研究発表会を令和４

年１１月１８日（金）に開催し、県内外の教育関係者に

授業の状況、子どもたちの学び、研究への取り組みを見

てもらい、ご意見等をいただき、さらに研究をよりよい

ものにして、子どもたちに力をつけていきたいと考えて

います。当日は、特別校時を組んで午前中３時間授業、

給食（弁当）後、下校する日程を考えています。コロナ

禍の中、どこまでできるか分かりませんが、これまでの

武雄小の取り組み、子どもたちの頑張りを披露する機会

と考えています。保護者の皆様には、昼食後下校するこ

ととなり ご迷惑をおかけしますがご理解・ご協力いた

だければと思います。 
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【学校教育目標】 

学ぶことは楽しいことだと実感し、次の学びに意欲的

に取り組む児童の育成 

【児童の合い言葉】 

ふわふわことばと思いやり みんな にこにこ たけおっ子  

長子配布 

1 学期 後半スタート 

11 月 18 日（金） 研究発表会のお知らせ 

8/23 授業の内容を低中高特別支援の

各グループで考えているところです。 
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